
【取組内容①】 学び方のスキル育成に向けた共通実践

様式Ⅰ-2

学習過程を黒板やホワイトボード、Google Classroom上に提示し、児童と教師が学習の流れを共通

理解する。学習過程を共有することで、課題解決に向けた見通しが明確になる。また、学習過程を
明確にすることは、児童の自律的な学びを支え、深い理解へと繋がる。ゴールの姿や見方・考え方、
課題解決のポイントなどを共有することもある。

学習過程を意識する（させる）
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【取組内容①】 学び方のスキル育成に向けた共通実践

様式Ⅰ-2

「学び方のスキル」を育成するために、アナログとデジタルの両方を組み合わせた工夫を行って
いる。アナログの取組では、机の上にプリントを貼って、いつでも目にすることができるようにし

ている。デジタルでは、クラウド上に「学び方のスキル」のチェックシートを作成し、児童自身が
自己評価できるようにしている。アナログとデジタルを組み合わせて学び方のスキル表を提示する
ことで、より効果的に「学び方のスキル」を定着させる取組を行っている。

アナログとデジタルで
学び方のスキルを共有する
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